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あ　と　が　き
　本号はNN日本医学の開花とドイツ文化”と題する巻頭
言を癌研病院長の西　満正先生からいただき掲載するこ
とができた．先生は胃癌研究会会長の要職にあり，消化
器外科の権威として知られているが，外科医として豪
快，剛健の風格とお見受けされますが，先生の複雑な腹
部各臓器癌に対する組織，解剖学的リンパ節の統一で手
術手技と治療成績に及ぼす研究面に接し，臨床医が基礎
医学に対する十分な知職の重要性を示唆された点などか
ら，文面に見られるように着実な基礎医学を重視したド
イツ医学の影響を受けられ，また一面，先生の繊細な資
性を垣間見た思いがする．
　本学の放射線医学教室の初代教授である本島柳之助先
生は若くしてドイツに留学され，日本の放射線医学発展
に寄与されたことは周知の通りであるが，小生の学生時
代にお教えを受け，豪氣であり，また文学を好むプロフ
ェサーであったことが思い出される．
　現在，放射線機器装置は目覚ましい発展をとげている
が，高価な大型装置を争って設置し今日では世界の1／3
は日本で稼動していると聞くが機器装置の進歩にともな
う性能の理解と適正なる活用が必ずしも行われていると
は考えられない．MRIなどの画像診断では解剖学の十
分な理解とその3次元的知識が要求され，さらに化学的
分析応用による診断へと進みつつある現況では，基礎医
学の重要性を再認識し教育にあたりたいと思う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（網野三郎記）
幹事会要旨（平成2年11月）
1．役員の退任に伴う新役員の就任が評議員会（2．11．10
　開催）および第126回総会（2．11．10開催）で承認
　されたことが報告された．
2．第126回総会は，特別講演1題また，シンポジウム
　は「本学における臓器移植の現状と将来の展望」と
　題し，解剖学（1），眼科学教室の当番で開催された
　ことが報告された．
3．臨床懇話会の報告があった．
　　第204回：小児科（2．10．30）
　　第205回：耳鼻咽喉科学（2．11．29予定）
　　第206回＝内科学第四（2．12．20予定）
4．東京医科大学雑誌の表紙の改正について提案があり，
　今後検討することとなった．
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